
 

 

 

 

 

 

山
やま

形
がた

県
けん

は、東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

の日
に

本
ほん

海
かい

側
がわ

に位
い

置
ち

し、

広さ
ひろ  

は約
やく

9,323平
へい

方
ほう

キロメートルで、全
ぜん

国
こく

第
だい

9位
い

の広
ひろ

さです。 

山形県
やまがたけん

は学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

はじまりの地
ち

です。 

1889年
ねん

（明治
め い じ

22年
ねん

）、山形県
やまがたけん

鶴岡市
つるおかし

にあった

お寺
てら

のお坊
ぼう

さんが、学校
がっこう

にお弁当
べんとう

を持
も

って来
こ

ら

れない子
こ

ども達
たち

のために、「塩
しお

むすび、塩
しお

ザケ、

菜
な

の漬物
つけもの

」のお弁当
べんとう

を提
てい

供
きょう

したことが、日本
に ほ ん

の初
はじ

めての学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

といわれています。 

山形県
やまがたけん

の紹介
しょうかい

 

 

食
しょく

用
よ う

ぎくのおひたし 雪
ゆき

菜
な

のふすべ漬
づ

け 

 
 

Ａ地区
ち く

２７日
にち

（火
か

） 

 Ｂ地区
ち く

２８日
にち

（水
すい

） 

蔵王
ざ お う

かぼちゃ 

 

今
こん

月
げつ

は、山
やま

形
がた

県
けん

の 郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

「いも煮
に

」

です。「いも煮
に

」は、さといも、牛
ぎゅう

肉
にく

、ねぎ、こん

にゃくを使
つか

って作
つく

るのが一
いっ

般
ぱん

的
てき

ですが、地
ち

域
いき

や

家
か

庭
てい

によって食
しょく

材
ざい

や味
あじ

付
つ

けに違
ちが

いがあるのも 

いも煮
に

の魅
み

力
りょく

の一
ひと

つです。 

日
に

本
ほん

海
かい

側
がわ

の庄
しょう

内
ない

地
ち

方
ほう

では、豚
ぶた

肉
にく

を使
つか

い、み

そで味
あじ

付
つ

けしています。内
ない

陸
り く

部
ぶ

の村
むら

山
やま

地
ち

方
ほう

は、

牛
ぎゅう

肉
にく

を使
つか

った甘
あま

めのしょうゆ味
あじ

です。最
も

上
がみ

地
ち

方
ほう

では、豊
ほう

富
ふ

にとれる山
さん

菜
さい

やきのこを使
つか

います。 

河
か

川
せん

敷
じき

に鍋
なべ

や食
しょく

材
ざい

を持
も

ち込
こ

み、家
か

族
ぞく

や友
ゆう

人
じん

などと一
いっ

緒
しょ

にいも煮
に

を作
つく

って 

食
た

べる「いも煮
に

会
かい

」は、山
やま

形
がた

県
けん

 

の秋
あき

の風
ふう

物
ぶつ

詩
し

となっています。 

だだちゃ豆
まめ

 

 

くじら餅
もち

 

【山
やま

形
がた

県
けん

の伝
でん

統
と う

料
りょう

理
り

】 

★ 

画像出典：農林水産省 うちの郷土料理 

さけそぼろごはん 

いも煮
に

 

1月
が つ

 日
に

本
ほん

全
ぜん

国
こく

味
あじ

めぐり 山形県
やまがたけん

 

悪
あく

戸
と

いも 

 

いもに 

さくらんぼ 

こまつなの 
たくあんいため 

ごはんにのせます 

雪
ゆき

菜
な

 

山形県
やまがたけん

 

【山形
やまがた

県
けん

の農
のう

産
さん

物
ぶつ

】 

北九州市
きたきゅうしゅうし

 


